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(57)【要約】
【課題】電子部品を簡便な構造で筐体に仮保持させるこ
と。
【解決手段】中継バスバ２０と電子部品３０のバスバ４
０のそれぞれの平板電気接続体２１Ａ，４１における２
つの平面の内の一方２１ａ，４１ａは、固定構造５０に
よって互いに接し合わされる合わせ面であり、中継バス
バとバスバのそれぞれの平板電気接続体の内の少なくと
も一方には、各々の合わせ面２１ａ，４１ａに対する交
差方向への弾性変形が可能な可撓性を持たせ、かつ、筐
体１０における収容完了位置のバスバの平板電気接続体
が筐体に保持されている中継バスバの平板電気接続体に
固定構造によって接続されていない状態で、弾性変形に
伴う反力を接続相手となる相手方の平板電気接続体に作
用させ、筐体には、中継バスバの平板電気接続体がバス
バの平板電気接続体に作用させた力を電子部品から受け
る受け部１０ｇを設けること。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絶縁性の筐体と、
　前記筐体の内方で前記筐体に保持される導電性の中継バスバと、
　前記筐体の内方の収容完了位置まで挿入され、かつ、前記中継バスバに接続させる導電
性のバスバが設けられた電子部品と、
　前記筐体に予め保持されている前記中継バスバに対して前記収容完了位置の前記バスバ
を物理的且つ電気的に接続させる固定構造と、
　を備え、
　前記中継バスバは、複数の電気接続体と、複数の前記電気接続体を連結させる連結体と
、を有し、
　複数の前記電気接続体の内の少なくとも１つは、２つの平面を前記筐体の内方で前記筐
体に対する前記電子部品の挿入方向に沿わせた平板状の平板電気接続体であり、
　前記バスバは、２つの平面を前記挿入方向に沿わせた平板状の平板電気接続体を有し、
　前記中継バスバと前記バスバのそれぞれの前記平板電気接続体における２つの平面の内
の一方は、前記固定構造によって互いに接し合わされる合わせ面であり、
　前記中継バスバと前記バスバのそれぞれの前記平板電気接続体の内の少なくとも一方に
は、各々の前記合わせ面に対する交差方向への弾性変形が可能な可撓性を持たせ、かつ、
前記収容完了位置の前記バスバの前記平板電気接続体が前記中継バスバの前記平板電気接
続体に前記固定構造によって接続されていない状態で、前記弾性変形に伴う反力を接続相
手となる相手方の前記平板電気接続体に作用させ、
　前記筐体には、前記中継バスバの前記平板電気接続体が前記バスバの前記平板電気接続
体に作用させた力を前記電子部品から受ける受け部を設けることを特徴とした電気接続箱
。
【請求項２】
　前記筐体の内方における前記中継バスバの前記平板電気接続体は、前記筐体に対する前
記バスバの前記平板電気接続体の挿入軌跡上に配置することを特徴とした請求項１に記載
の電気接続箱。
【請求項３】
　前記筐体は、前記収容完了位置まで前記電子部品を挿入させる挿入口を有し、
　前記中継バスバの前記平板電気接続体には、前記筐体の内方での前記挿入口側の端部に
、前記挿入口から挿入されてきた前記バスバの前記平板電気接続体の前記合わせ面を自身
の前記合わせ面まで案内させるガイド部を設けることを特徴とした請求項１又は２に記載
の電気接続箱。
【請求項４】
　前記固定構造は、前記中継バスバと前記バスバのそれぞれの前記平板電気接続体に各々
形成された貫通孔と、前記中継バスバの前記平板電気接続体における２つの平面の内の他
方に対向配置される雌螺子部材と、前記バスバの前記平板電気接続体における２つの平面
の内の他方側からそれぞれの前記貫通孔に挿通させ、前記雌螺子部材に螺合させる雄螺子
部材と、を備えることを特徴とした請求項１，２又は３に記載の電気接続箱。
【請求項５】
　絶縁性の筐体と、
　前記筐体の内方で前記筐体に保持される導電性の中継バスバと、
　前記筐体の内方の収容完了位置まで挿入され、かつ、前記中継バスバに接続させる導電
性のバスバが設けられた電子部品と、
　前記筐体に予め保持されている前記中継バスバに対して前記収容完了位置の前記バスバ
を物理的且つ電気的に接続させる固定構造と、
　前記中継バスバ及び前記バスバに電気接続され、かつ、前記筐体の内方から外方に引き
出される電線と、
　を備え、
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　前記中継バスバは、複数の電気接続体と、複数の前記電気接続体を連結させる連結体と
、を有し、
　複数の前記電気接続体の内の少なくとも１つは、２つの平面を前記筐体の内方で前記筐
体に対する前記電子部品の挿入方向に沿わせた平板状の平板電気接続体であり、
　前記バスバは、２つの平面を前記挿入方向に沿わせた平板状の平板電気接続体を有し、
　前記中継バスバと前記バスバのそれぞれの前記平板電気接続体における２つの平面の内
の一方は、前記固定構造によって互いに接し合わされる合わせ面であり、
　前記中継バスバと前記バスバのそれぞれの前記平板電気接続体の内の少なくとも一方に
は、各々の前記合わせ面に対する交差方向への弾性変形が可能な可撓性を持たせ、かつ、
前記収容完了位置の前記バスバの前記平板電気接続体が前記中継バスバの前記平板電気接
続体に前記固定構造によって接続されていない状態で、前記弾性変形に伴う反力を接続相
手となる相手方の前記平板電気接続体に作用させ、
　前記筐体には、前記中継バスバの前記平板電気接続体が前記バスバの前記平板電気接続
体に作用させた力を前記電子部品から受ける受け部を設けることを特徴としたワイヤハー
ネス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気接続箱及びワイヤハーネスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電気接続箱においては、筐体の中に電子部品（ヒューズやヒュージブルリンク等の回路
保護部品、リレーなど）が収容され、この電子部品が筐体の中の中継バスバを介して別の
電子部品や電線に電気接続される。この従来の電気接続箱においては、例えば、その中継
バスバが筐体の内方で当該筐体に保持されており、この中継バスバに電子部品のバスバを
接続させることによって、この中継バスバを介して電子部品を筐体に保持させる。例えば
、その中継バスバと電子部品のバスバは、これらを螺子止め固定させるなどして接続され
る。つまり、中継バスバと電子部品のバスバは、電子部品が筐体の中の収容完了位置まで
挿入された後で接続される。この種の電気接続箱については、例えば、下記の特許文献１
に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－００５１６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上記の如き電気接続箱においては、中継バスバと電子部品のバスバの接続作
業を終えるまで、その電子部品を筐体の収容完了位置に仮保持しておくことが望ましい。
そのような仮保持状態を作り出すためには、例えば、筐体と電子部品との間に爪等を用い
たロック構造を設ければよい。しかしながら、電気接続箱は、形状が複雑なロック構造を
設けることによって、原価の高騰や体格の大型化を招く虞がある。
【０００５】
　そこで、本発明は、電子部品を簡便な構造で筐体に仮保持させることが可能な電気接続
箱及びワイヤハーネスを提供することを、その目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成する為、本発明に係る電気接続箱は、絶縁性の筐体と、前記筐体の内方
で前記筐体に保持される導電性の中継バスバと、前記筐体の内方の収容完了位置まで挿入
され、かつ、前記中継バスバに接続させる導電性のバスバが設けられた電子部品と、前記
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筐体に予め保持されている前記中継バスバに対して前記収容完了位置の前記バスバを物理
的且つ電気的に接続させる固定構造と、を備え、前記中継バスバは、複数の電気接続体と
、複数の前記電気接続体を連結させる連結体と、を有し、複数の前記電気接続体の内の少
なくとも１つは、２つの平面を前記筐体の内方で前記筐体に対する前記電子部品の挿入方
向に沿わせた平板状の平板電気接続体であり、前記バスバは、２つの平面を前記挿入方向
に沿わせた平板状の平板電気接続体を有し、前記中継バスバと前記バスバのそれぞれの前
記平板電気接続体における２つの平面の内の一方は、前記固定構造によって互いに接し合
わされる合わせ面であり、前記中継バスバと前記バスバのそれぞれの前記平板電気接続体
の内の少なくとも一方には、各々の前記合わせ面に対する交差方向への弾性変形が可能な
可撓性を持たせ、かつ、前記収容完了位置の前記バスバの前記平板電気接続体が前記中継
バスバの前記平板電気接続体に前記固定構造によって接続されていない状態で、前記弾性
変形に伴う反力を接続相手となる相手方の前記平板電気接続体に作用させ、前記筐体には
、前記中継バスバの前記平板電気接続体が前記バスバの前記平板電気接続体に作用させた
力を前記電子部品から受ける受け部を設けることを特徴としている。
【０００７】
　ここで、前記筐体の内方における前記中継バスバの前記平板電気接続体は、前記筐体に
対する前記バスバの前記平板電気接続体の挿入軌跡上に配置することが望ましい。
【０００８】
　また、前記筐体は、前記収容完了位置まで前記電子部品を挿入させる挿入口を有し、前
記中継バスバの前記平板電気接続体には、前記筐体の内方での前記挿入口側の端部に、前
記挿入口から挿入されてきた前記バスバの前記平板電気接続体の前記合わせ面を自身の前
記合わせ面まで案内させるガイド部を設けることが望ましい。
【０００９】
　また、前記固定構造は、前記中継バスバと前記バスバのそれぞれの前記平板電気接続体
に各々形成された貫通孔と、前記中継バスバの前記平板電気接続体における２つの平面の
内の他方に対向配置される雌螺子部材と、前記バスバの前記平板電気接続体における２つ
の平面の内の他方側からそれぞれの前記貫通孔に挿通させ、前記雌螺子部材に螺合させる
雄螺子部材と、を備えることが望ましい。
【００１０】
　また、上記目的を達成する為、本発明に係るワイヤハーネスは、絶縁性の筐体と、前記
筐体の内方で前記筐体に保持される導電性の中継バスバと、前記筐体の内方の収容完了位
置まで挿入され、かつ、前記中継バスバに接続させる導電性のバスバが設けられた電子部
品と、前記筐体に予め保持されている前記中継バスバに対して前記収容完了位置の前記バ
スバを物理的且つ電気的に接続させる固定構造と、前記中継バスバ及び前記バスバに電気
接続され、かつ、前記筐体の内方から外方に引き出される電線と、を備え、前記中継バス
バは、複数の電気接続体と、複数の前記電気接続体を連結させる連結体と、を有し、複数
の前記電気接続体の内の少なくとも１つは、２つの平面を前記筐体の内方で前記筐体に対
する前記電子部品の挿入方向に沿わせた平板状の平板電気接続体であり、前記バスバは、
２つの平面を前記挿入方向に沿わせた平板状の平板電気接続体を有し、前記中継バスバと
前記バスバのそれぞれの前記平板電気接続体における２つの平面の内の一方は、前記固定
構造によって互いに接し合わされる合わせ面であり、前記中継バスバと前記バスバのそれ
ぞれの前記平板電気接続体の内の少なくとも一方には、各々の前記合わせ面に対する交差
方向への弾性変形が可能な可撓性を持たせ、かつ、前記収容完了位置の前記バスバの前記
平板電気接続体が前記中継バスバの前記平板電気接続体に前記固定構造によって接続され
ていない状態で、前記弾性変形に伴う反力を接続相手となる相手方の前記平板電気接続体
に作用させ、前記筐体には、前記中継バスバの前記平板電気接続体が前記バスバの前記平
板電気接続体に作用させた力を前記電子部品から受ける受け部を設けることを特徴として
いる。
【発明の効果】
【００１１】
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　本発明に係る電気接続箱においては、少なくとも電子部品が筐体の収容室に収容されて
から収容完了位置のバスバの平板電気接続体を固定構造で中継バスバの平板電気接続体に
結合させるまでの間、それぞれの平板電気接続体の内の少なくとも一方を弾性変形させる
ことによって、それぞれの平板電気接続体を合わせ面の間で互いに押し付け合わせること
ができる。そして、筐体には、その弾性変形を可能にするべく、中継バスバの平板電気接
続体がバスバの平板電気接続体に作用させた力を電子部品から受ける受け部が設けられて
いる。この電気接続箱は、このような簡便な構造で、少なくとも電子部品が筐体の収容室
に収容されてから収容完了位置のバスバの平板電気接続体を固定構造で中継バスバの平板
電気接続体に結合させるまでの間、その電子部品を筐体に仮保持させることができる。ま
た、本発明に係るワイヤハーネスは、そのような電気接続箱を具備するものであり、この
電気接続箱が得られる効果を同様に奏することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、実施形態の電気接続箱及びワイヤハーネスを示す斜視図である。
【図２】図２は、電気接続箱のフレーム並びに収容部材及びこれに関連する被収容部品を
示す斜視図である。
【図３】図３は、電気接続箱のフレームから収容部材及びこれに関連する被収容部品を抜
き取った分解斜視図である。
【図４】図４は、収容部材及びこれに関連する被収容部品を電子部品の挿入口側から見た
平面図である。
【図５】図５は、収容部材及びこれに関連する被収容部品を中継バスバの挿入口側から見
た平面図である。
【図６】図６は、収容部材及びこれに関連する被収容部品を示す斜視図である。
【図７】図７は、図４のＸ－Ｘ線断面図である。
【図８】図８は、収容部材及びこれに関連する被収容部品を示す分解斜視図である。
【図９】図９は、電子部品のバスバを示す斜視図である。
【図１０】図１０は、中継バスバについて説明する平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に、本発明に係る電気接続箱及びワイヤハーネスの実施形態を図面に基づいて詳細
に説明する。尚、この実施形態によりこの発明が限定されるものではない。
【００１４】
［実施形態］
　本発明に係る電気接続箱及びワイヤハーネスの実施形態の１つを図１から図１０に基づ
いて説明する。
【００１５】
　図１の符号１は、本実施形態の電気接続箱を示す。また、図１の符号ＷＨは、その電気
接続箱１を備えた本実施形態のワイヤハーネスを示す。
【００１６】
　本実施形態の電気接続箱１は、絶縁性の筐体１０を備える（図１から図８）。また、こ
の電気接続箱１は、その筐体１０の内方で当該筐体１０に保持される導電性の中継バスバ
２０を備える（図２から図８）。また、この電気接続箱１は、筐体１０の内方の収容完了
位置まで挿入され、かつ、中継バスバ２０に電気接続される電子部品３０を備える（図１
及び図４から図８）。その電子部品３０には、中継バスバ２０に接続させる導電性のバス
バ４０が設けられている（図４から図８）。この電気接続箱１においては、筐体１０の内
方に、中継バスバ２０と電子部品３０が少なくとも１つずつ設けられている。この電気接
続箱１は、更に、筐体１０に予め保持されている中継バスバ２０に対して収容完了位置の
バスバ４０を物理的且つ電気的に接続させる固定構造５０を備える（図４から図８）。こ
の電気接続箱１においては、筐体１０の内方で電線Ｗｅが中継バスバ２０及びバスバ４０
に電気接続され、その電線Ｗｅが筐体１０の内方から外方に引き出される（図１から図３
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、図６及び図７）。この電気接続箱１は、その電線Ｗｅと共にワイヤハーネスＷＨを成す
。
【００１７】
　筐体１０は、合成樹脂等の絶縁性材料で成形される。この筐体１０は、中継バスバ２０
が収容される収容室１０ａを有している（図５）。その収容室１０ａは、筐体１０におけ
る中継バスバ２０の収容完了位置として利用される。筐体１０は、その収容完了位置まで
中継バスバ２０を挿入させる挿入口１０ｂを有している（図５）。尚、筐体１０は、イン
サート成形等で中継バスバ２０に一体となって成形されたものであってもよく、この場合
、収容室１０ａや挿入口１０ｂが設けられていない。また、この筐体１０は、電子部品３
０が収容される収容室１０ｃを有している（図４及び図６）。その収容室１０ｃは、筐体
１０における電子部品３０の収容完了位置として利用される。筐体１０は、その収容完了
位置まで電子部品３０を挿入させる挿入口１０ｄを有している（図４及び図６）。
【００１８】
　この筐体１０は、個別に成形された複数の分割筐体を互いに組み付けることによって形
作られる収容箱であってもよく、１つの箱体として成形されたものであってもよい。ここ
で示す筐体１０は、３つの分割筐体から成り、フレーム１０Ａとアッパカバー１０Ｂとロ
アカバー１０Ｃとを備えている（図１）。フレーム１０Ａは、両端を開口させた筒状に成
形されている。この筐体１０においては、そのフレーム１０Ａの一方の開口１０Ａ１がア
ッパカバー１０Ｂで塞がれ、このフレーム１０Ａの他方の開口１０Ａ２がロアカバー１０
Ｃで塞がれる。
【００１９】
　更に、ここで示す筐体１０は、フレーム１０Ａの内方に着脱自在に収容される収容部材
１０Ｄを少なくとも１つ備えている（図１から図８）。その収容部材１０Ｄは、所謂ブロ
ックであり、中継バスバ２０や電子部品３０等を内方に収容させ、かつ、その内方で中継
バスバ２０と電子部品３０のバスバ４０に電線Ｗｅを電気接続させる。よって、この例示
では、その収容部材１０Ｄに収容室１０ａ，１０ｃと挿入口１０ｂ，１０ｄが形成されて
いる（図４から図６及び図８）。この例示の収容部材１０Ｄは、中継バスバ２０や電子部
品３０等が収容され、かつ、これらに電線Ｗｅが電気接続された状態で、フレーム１０Ａ
の他方の開口１０Ａ２から挿入されて、このフレーム１０Ａの内方にロック構造等を介し
て組み付けられる。
【００２０】
　中継バスバ２０は、金属等の導電性材料で成形される。ここで示す中継バスバ２０は、
金属板を母材にして板状に成形されている。この中継バスバ２０は、複数の電気接続体２
１と、この複数の電気接続体２１を連結させる連結体２２と、を有する（図２、図４、図
５及び図８）。
【００２１】
　複数の電気接続体２１の内の少なくとも１つは、２つの平面２１ａ，２１ｂを筐体１０
の内方で当該筐体１０に対する電子部品３０の挿入方向に沿わせた平板状の平板電気接続
体２１Ａである（図７及び図８）。その平板電気接続体２１Ａには、電子部品３０のバス
バ４０が物理的且つ電気的に接続される。ここで示す中継バスバ２０は、この平板電気接
続体２１Ａを１つ備えている（図８）。この例示の平板電気接続体２１Ａは、矩形の平板
状に形成され、４つの辺部の内の１つを連結体２２に連結させている。この例示の平板電
気接続体２１Ａにおいては、連結体２２に連結させる辺部を筐体１０に対する電子部品３
０の挿入方向に延在させている。但し、平板電気接続体２１Ａは、連結体２２に連結させ
る辺部を電子部品３０の筐体１０への挿入方向に対する直交方向に延在させたものであっ
てもよい。
【００２２】
　この中継バスバ２０において、その平板電気接続体２１Ａとは別の電気接続体２１には
、電子部品３０とは別の種類の電子部品（図示略）や電線（図示略）が物理的且つ電気的
に接続される。この例示の中継バスバ２０には、平板電気接続体２１Ａの他に、雄タブ形
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状の電気接続体２１Ｂや音叉端子形状の電気接続体２１Ｃが複数形成されている（図４及
び図８）。
【００２３】
　この中継バスバ２０においては、電気接続体２１Ｂと連結体２２に１つずつ貫通孔２０
ａが形成されている（図８）。そして、収容部材１０Ｄには、この中継バスバ２０を収容
室１０ａで収容完了位置のまま保持させるべく、中継バスバ２０が収容完了位置のときに
貫通孔２０ａに挿入され且つ当該貫通孔２０ａの周壁に係止させる係止爪１０ｅを設けて
いる（図４）。その係止爪１０ｅは、貫通孔２０ａ毎に設けられている。中継バスバ２０
は、その対になる貫通孔２０ａと係止爪１０ｅによって、収容室１０ａに保持される。
【００２４】
　電子部品３０とは、導電性のバスバ４０を備え、そのバスバ４０が平板電気接続体４１
を有するもののことを云う（図４、図８及び図９）。その平板電気接続体４１とは、２つ
の平面４１ａ，４１ｂを筐体１０に対する電子部品３０の挿入方向に沿わせた平板状の電
気接続体のことである（図７から図９）。例えば、ここで云う電子部品３０とは、ヒュー
ズやヒュージブルリンク等の回路保護部品、リレーなどのことを指している。また、この
電子部品３０の一形態としては、電子制御ユニット（所謂ＥＣＵ）等の電子機器について
も含んでいる。
【００２５】
　バスバ４０は、金属等の導電性材料で成形される。ここで示すバスバ４０は、金属板を
母材にして板状に成形されている。
【００２６】
　ここでは、回路保護部品（ヒュージブルリンク）を電子部品３０の例として挙げている
。この例示のバスバ４０においては、平板電気接続体４１を車両の電源側に電気接続させ
る。そして、この例示のバスバ４０は、その平板電気接続体４１の他に、負荷側に電気接
続される負荷側電気接続体４２と、平板電気接続体４１と負荷側電気接続体４２との間に
介在させた可溶体４３と、を有している（図９）。このバスバ４０には、その対になる負
荷側電気接続体４２と可溶体４３の組み合わせが少なくとも１組設けられる。この例示の
バスバ４０は、対になる負荷側電気接続体４２と可溶体４３の組み合わせを３組備えてお
り、そのそれぞれの可溶体４３と平板電気接続体４１との間に連結体４４を介在させてい
る（図９）。この例示の平板電気接続体４１は、矩形の平板状に形成され、４つの辺部の
内の１つを連結体４４に連結させている。この例示の平板電気接続体４１においては、連
結体４４に連結させる辺部を筐体１０に対する電子部品３０の挿入方向に延在させている
。但し、平板電気接続体４１は、連結体４４に連結させる辺部を電子部品３０の筐体１０
への挿入方向に対する直交方向に延在させたものであってもよい。
【００２７】
　この例示の電子部品３０は、その可溶体４３と連結体４４が収容されるケース３１を備
えている（図４、図６及び図８）。そのケース３１は、合成樹脂等の絶縁性材料で成形さ
れる。この電子部品３０においては、そのケース３１から平板電気接続体４１と負荷側電
気接続体４２を突出させている。負荷側電気接続体４２は、雄タブ形状に形成されており
、負荷側の電線（図示略）を物理的且つ電気的に接続させる。
【００２８】
　中継バスバ２０とバスバ４０のそれぞれの平板電気接続体２１Ａ，４１における２つの
平面２１ａ，２１ｂ，４１ａ，４１ｂの内の一方（平面２１ａ，４１ａ）は、固定構造５
０によって互いに接し合わされる合わせ面である。固定構造５０は、それぞれの合わせ面
２１ａ，４１ａを接し合わせた状態でそれぞれの平板電気接続体２１Ａ，４１を結合させ
るものである。例えば、この固定構造５０としては、螺子止め固定構造やレーザ溶接等の
溶着構造などが考えられる。ここでは、螺子止めによる固定構造５０を例として挙げてい
る。
【００２９】
　この例示の固定構造５０は、中継バスバ２０とバスバ４０のそれぞれの平板電気接続体
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２１Ａ，４１に各々形成された貫通孔５１，５２と、中継バスバ２０の平板電気接続体２
１Ａにおける２つの平面２１ａ，２１ｂの内の他方（平面２１ｂ）に対向配置される雌螺
子部材５３と、バスバ４０の平板電気接続体４１における２つの平面４１ａ，４１ｂの内
の他方（平面４１ｂ）側からそれぞれの貫通孔５１，５２に挿通させ、雌螺子部材５３に
螺合させる雄螺子部材５４と、を備える（図７及び図８）。雌螺子部材５３は、収容部材
１０Ｄの螺子保持部１０ｆに保持されている（図７）。例えば、その螺子保持部１０ｆは
、溝状に形成されている。雌螺子部材５３は、その溝の中に嵌合させることによって螺子
保持部１０ｆに保持される。
【００３０】
　それぞれの平板電気接続体２１Ａ，４１は、電源側の電線Ｗｅの端末における端子金具
Ｔｍと一緒に固定構造５０で共締めされる（図５及び図７）。このため、その端子金具Ｔ
ｍは、雄螺子部材５４を挿通させる貫通孔Ｔｍ１を有している（図７及び図８）。この端
子金具Ｔｍは、バスバ４０の平板電気接続体４１における平面４１ｂ側に配置される。
【００３１】
　ここで、この例示の電気接続箱１においては、雌螺子部材５３を収容部材１０Ｄの螺子
保持部１０ｆに予め保持させ、かつ、中継バスバ２０を収容部材１０Ｄの収容室１０ａに
予め保持させておく。収容部材１０Ｄの中では、雌螺子部材５３の螺子軸の延長線上に中
継バスバ２０における平板電気接続体２１Ａの貫通孔５１が配置される。電子部品３０は
、そのように雌螺子部材５３と中継バスバ２０が収容部材１０Ｄの中で保持されている状
態で、挿入口１０ｄから挿入させながら収容室１０ｃに収容させる。これにより、収容部
材１０Ｄの中では、中継バスバ２０とバスバ４０のそれぞれの平板電気接続体２１Ａ，４
１の合わせ面２１ａ，４１ａ同士が対向配置され、かつ、そのそれぞれの平板電気接続体
２１Ａ，４１の貫通孔５１，５２が対向配置される。この電気接続箱１においては、バス
バ４０の平板電気接続体４１における平面４１ｂ側に端子金具Ｔｍを配置し、それぞれの
平板電気接続体２１Ａ，４１の貫通孔５１，５２に端子金具Ｔｍの貫通孔Ｔｍ１を対向配
置させる。そして、この電気接続箱１においては、略同軸上に配置されているそれぞれの
貫通孔５１，５２，Ｔｍ１に対して端子金具Ｔｍの貫通孔Ｔｍ１から順に雄螺子部材５４
を挿通させていき、この雄螺子部材５４を雌螺子部材５３に螺合させることによって、そ
れぞれの平板電気接続体２１Ａ，４１と端子金具Ｔｍが共締めされる。
【００３２】
　この電気接続箱１においては、筐体１０に対して電子部品３０を直に固定させたり直に
保持させたりするようなロック構造が設けられていない。よって、この電気接続箱１にお
いては、電子部品３０が収容室１０ｃに収容されてから収容完了位置のバスバ４０の平板
電気接続体４１を固定構造５０で中継バスバ２０の平板電気接続体２１Ａに結合させるま
での間に、電子部品３０が収容完了位置から位置ズレしてしまう可能性がある。
【００３３】
　そこで、本実施形態の電気接続箱１には、筐体１０に対して電子部品３０を収容完了位
置に仮保持させる仮保持構造を設ける。その仮保持構造には、少なくとも電子部品３０が
収容室１０ｃに収容されてから収容完了位置のバスバ４０の平板電気接続体４１を固定構
造５０で中継バスバ２０の平板電気接続体２１Ａに結合させるまでの間、筐体１０に対し
て電子部品３０を収容完了位置に仮保持させる。この仮保持構造は、次のように構成する
。
【００３４】
　先ず、中継バスバ２０とバスバ４０のそれぞれの平板電気接続体２１Ａ，４１の内の少
なくとも一方には、各々の合わせ面２１ａ，４１ａに対する交差方向への弾性変形が可能
な可撓性を持たせる。そして、このそれぞれの平板電気接続体２１Ａ，４１の内の少なく
とも一方には、収容完了位置のバスバ４０の平板電気接続体４１が中継バスバ２０の平板
電気接続体２１Ａに固定構造５０によって接続されていない状態で、弾性変形に伴う反力
を接続相手となる相手方の平板電気接続体に作用させる。更に、筐体１０には、中継バス
バ２０の平板電気接続体２１Ａがバスバ４０の平板電気接続体４１に作用させた力を電子
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部品３０から受ける受け部１０ｇを設ける（図４）。
【００３５】
　これにより、電子部品３０は、収容完了位置で中継バスバ２０の平板電気接続体２１Ａ
と筐体１０の受け部１０ｇとによって係止される。そして、この仮保持構造によれば、そ
れぞれの平板電気接続体２１Ａ，４１の内の少なくとも一方の弾性変形は、少なくとも電
子部品３０が収容室１０ｃに収容されてから収容完了位置のバスバ４０の平板電気接続体
４１を固定構造５０で中継バスバ２０の平板電気接続体２１Ａに結合させるまでの間継続
される。従って、この電気接続箱１においては、その間、中継バスバ２０の平板電気接続
体２１Ａと筐体１０の受け部１０ｇとによる収容完了位置の電子部品３０の係止状態を保
つことができる。このように、本実施形態の電気接続箱１は、電子部品３０が収容室１０
ｃに収容されてから収容完了位置のバスバ４０の平板電気接続体４１を固定構造５０で中
継バスバ２０の平板電気接続体２１Ａに結合させるまでの間、そのような簡便な構造で筐
体１０に対して電子部品３０を収容完了位置に仮保持させることができる。
【００３６】
　受け部１０ｇは、収容部材１０Ｄに設けられている。例えば、その収容部材１０Ｄには
、バスバ４０の連結体４４における平板電気接続体４１側の端部４４ａを挟持させる挟持
部１０ｈが設けられている（図４）。この例示では、その挟持部１０ｈが受け部１０ｇと
して作用して、中継バスバ２０の平板電気接続体２１Ａがバスバ４０の平板電気接続体４
１に作用させた力を受けることになる。
【００３７】
　この電気接続箱１においては、電子部品３０が収容完了位置のときに、次のようにして
、中継バスバ２０とバスバ４０のそれぞれの平板電気接続体２１Ａ，４１の内の少なくと
も一方を弾性変形させる。この電気接続箱１においては、筐体１０の内方における中継バ
スバ２０の平板電気接続体２１Ａを筐体１０に対するバスバ４０の平板電気接続体４１の
挿入軌跡上に配置する。この電気接続箱１においては、このような配置を採ることによっ
て、電子部品３０を収容完了位置まで挿入していく途中でそれぞれの平板電気接続体２１
Ａ，４１の合わせ面２１ａ，４１ａを接触させた際に、それぞれの平板電気接続体２１Ａ
，４１の内の少なくとも一方を弾性変形させることができる。
【００３８】
　ここで、バスバ４０の平板電気接続体４１については、自身の挿入軌跡上に中継バスバ
２０の平板電気接続体２１Ａが配置されていると、合わせ面２１ａ，４１ａ同士が接触す
る前に端面同士がぶつかって、それ以上挿入ができなくなってしまう可能性がある。そこ
で、中継バスバ２０の平板電気接続体２１Ａには、筐体１０の内方での電子部品３０の挿
入口１０ｄ側の端部に、この挿入口１０ｄから挿入されてきたバスバ４０の平板電気接続
体４１の合わせ面４１ａを自身の合わせ面２１ａまで案内させるガイド部２１ｃを設ける
（図４から図８）。
【００３９】
　そのガイド部２１ｃは、挿入口１０ｄから挿入されてきたバスバ４０の平板電気接続体
４１を中継バスバ２０の平板電気接続体２１Ａ側で最初に接触させる部位である。このガ
イド部２１ｃは、平板電気接続体２１Ａにおける筐体１０の内方での電子部品３０の挿入
口１０ｄ側の端面から合わせ面２１ａとは逆側に突出させ、挿入口１０ｄから挿入されて
きたバスバ４０の平板電気接続体４１が最初に接触する壁面２１ｃ１を合わせ面２１ａに
連接させる（図４及び図６から図８）。これにより、バスバ４０の平板電気接続体４１に
おいては、挿入口１０ｄからの挿入と共に端部４１ｃ（図９）がガイド部２１ｃの壁面２
１ｃ１に接触し、バスバ４０の連結体４４における平板電気接続体４１側の端部４４ａが
挟持部１０ｈで挟持させられたときに、電子部品３０の挿入に伴う力を自身の端部４１ｃ
からガイド部２１ｃの壁面に作用させる。中継バスバ２０とバスバ４０のそれぞれの平板
電気接続体２１Ａ，４１の内の少なくとも一方においては、その力によって弾性変形が始
まり、電子部品３０の挿入の進行と共に弾性変形量が大きくなる。それぞれの平板電気接
続体２１Ａ，４１においては、電子部品３０の挿入が進むに連れて、平板電気接続体４１



(10) JP 2021-111996 A 2021.8.2

10

20

30

40

50

の端部４１ｃがガイド部２１ｃの壁面２１ｃ１に沿って平板電気接続体２１Ａの合わせ面
２１ａまで案内されて、その合わせ面２１ａに平板電気接続体４１の合わせ面４１ａが接
触状態で対向配置させられる。バスバ４０の平板電気接続体４１は、その合わせ面２１ａ
，４１ａ同士を接触状態で対向配置させたまま収容完了位置まで挿入されていく。
【００４０】
　この例示のガイド部２１ｃは、平板電気接続体２１Ａにおける挿入口１０ｄ側の端面を
起点にして合わせ面２１ａとは逆側に折り曲げた片体状に形成されている。これにより、
この例示のガイド部２１ｃは、挿入口１０ｄから挿入されてきたバスバ４０の平板電気接
続体４１を収容完了位置まで案内させる機能だけでなく、その案内を開始する際の切っ掛
けとなる平板電気接続体４１の拾い機能も兼ねている。このガイド部２１ｃは、その平板
電気接続体２１Ａの端面に２つ設けられている。
【００４１】
　この例示では、中継バスバ２０の平板電気接続体２１Ａのみに可撓性を持たせており、
この平板電気接続体２１Ａの弾性変形に伴う反力を合わせ面２１ａ側から相手方のバスバ
４０の平板電気接続体４１の合わせ面４１ａ側に作用させる。例えば、この中継バスバ２
０の平板電気接続体２１Ａは、それぞれの平板電気接続体２１Ａ，４１が固定構造５０で
結合されている状態に対して、連結体２２側の端部（連結体２２と繋がる辺部）を起点に
して合わせ面２１ａ側に傾倒させた状態に形成しておくことによって（図１０）、筐体の
内方でバスバ４０の平板電気接続体４１の挿入軌跡上に配置させる。これにより、この中
継バスバ２０の平板電気接続体２１Ａは、挿入口１０ｄから挿入されてきたバスバ４０の
平板電気接続体４１の端部４１ｃがガイド部２１ｃの壁面２１ｃ１に作用させた力によっ
て、傾倒方向とは逆側の平面２１ｂ側へと弾性変形し始める。図中の二点鎖線は、固定構
造５０でバスバ４０の平板電気接続体４１に結合されている中継バスバ２０の平板電気接
続体２１Ａの一例を表している。
【００４２】
　この中継バスバ２０の平板電気接続体２１Ａは、電子部品３０を収容完了位置まで挿入
させた状態で弾性変形量が最大になり、その弾性変形に伴う反力を合わせ面２１ａ側から
バスバ４０の平板電気接続体４１の合わせ面４１ａ側に作用させる。収容完了位置の電子
部品３０においては、その合わせ面２１ａ側からの反力に抗した力をバスバ４０の平板電
気接続体４１の合わせ面４１ａ側から中継バスバ２０の平板電気接続体２１Ａの合わせ面
２１ａ側に作用させており、それぞれの平板電気接続体２１Ａ，４１の合わせ面２１ａ，
４１ａの間で力が釣り合っている。また、この収容完了位置の電子部品３０においては、
その合わせ面２１ａ側からの反力に応じた力をバスバ４０の連結体４４における平板電気
接続体４１側の端部４４ａから受け部１０ｇ（挟持部１０ｈ）に作用させ、この力に抗し
た力が受け部１０ｇ（挟持部１０ｈ）から連結体４４の端部４４ａに作用している。よっ
て、この収容完了位置の電子部品３０においては、その連結体４４の端部４４ａと受け部
１０ｇ（挟持部１０ｈ）との間で力が釣り合っている。収容完了位置の電子部品３０は、
その２箇所での力の釣り合いによって筐体１０に保持されている。
【００４３】
　尚、バスバ４０の平板電気接続体４１のみに可撓性を持たせた場合には、この平板電気
接続体４１の弾性変形に伴う反力を合わせ面４１ａ側から相手方の中継バスバ２０の平板
電気接続体２１Ａの合わせ面２１ａ側に作用させる。例えば、このバスバ４０の平板電気
接続体４１は、それぞれの平板電気接続体２１Ａ，４１が固定構造５０で結合されている
状態に対して、連結体４４側の端部（連結体４４と繋がる辺部）を起点にして合わせ面４
１ａ側に傾倒させることによって、筐体の内方で自らの挿入軌跡上にバスバ４０の平板電
気接続体４１を配置させる。これにより、このバスバ４０の平板電気接続体４１は、挿入
口１０ｄからの挿入と共に端部４１ｃが中継バスバ２０のガイド部２１ｃの壁面２１ｃ１

に力を作用させると、その力に抗した力が壁面２１ｃ１から端部４１ｃに作用して、傾倒
方向とは逆側の平面４１ｂ側へと弾性変形し始める。
【００４４】
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　このバスバ４０の平板電気接続体４１は、電子部品３０を収容完了位置まで挿入させた
状態で弾性変形量が最大になり、その弾性変形に伴う反力を合わせ面４１ａ側から中継バ
スバ２０の平板電気接続体２１Ａの合わせ面２１ａ側に作用させる。これに伴い、この平
板電気接続体４１の合わせ面４１ａ側には、その反力に抗した力が平板電気接続体２１Ａ
の合わせ面２１ａ側から作用している。このように、収容完了位置の電子部品３０におい
ては、それぞれの平板電気接続体２１Ａ，４１の合わせ面２１ａ，４１ａの間で力が釣り
合っている。また、この収容完了位置の電子部品３０においては、その合わせ面２１ａ側
からの力に応じた力をバスバ４０の連結体４４における平板電気接続体４１側の端部４４
ａから受け部１０ｇ（挟持部１０ｈ）に作用させ、この力に抗した力が受け部１０ｇ（挟
持部１０ｈ）から連結体４４の端部４４ａに作用している。よって、この収容完了位置の
電子部品３０においては、その連結体４４の端部４４ａと受け部１０ｇ（挟持部１０ｈ）
との間で力が釣り合っている。収容完了位置の電子部品３０は、その２箇所での力の釣り
合いによって筐体１０に保持されている。
【００４５】
　以上示したように、本実施形態の電気接続箱１においては、少なくとも電子部品３０が
収容室１０ｃに収容されてから収容完了位置のバスバ４０の平板電気接続体４１を固定構
造５０で中継バスバ２０の平板電気接続体２１Ａに結合させるまでの間、それぞれの平板
電気接続体２１Ａ，４１の内の少なくとも一方を弾性変形させることによって、それぞれ
の平板電気接続体２１Ａ，４１を合わせ面２１ａ，４１ａの間で互いに押し付け合わせる
ことができる。そして、筐体１０には、その弾性変形を可能にするべく、中継バスバ２０
の平板電気接続体２１Ａがバスバ４０の平板電気接続体４１に作用させた力を電子部品３
０から受ける受け部１０ｇが設けられている。この電気接続箱１は、このような簡便な構
造で、少なくとも電子部品３０が収容室１０ｃに収容されてから収容完了位置のバスバ４
０の平板電気接続体４１を固定構造５０で中継バスバ２０の平板電気接続体２１Ａに結合
させるまでの間、その電子部品３０を筐体１０に仮保持させることができる。また、ワイ
ヤハーネスＷＨは、そのような電気接続箱１を具備するものであり、この電気接続箱１が
得られる効果を同様に奏することができる。
【符号の説明】
【００４６】
　１　電気接続箱
　１０　筐体
　１０ｄ　挿入口
　１０ｇ　受け部
　２０　中継バスバ
　２１　電気接続体
　２１Ａ　平板電気接続体
　２１ａ　一方の平面（合わせ面）
　２１ｂ　他方の平面
　２１ｃ　ガイド部
　２２　連結体
　３０　電子部品
　４０　バスバ
　４１　平板電気接続体
　４１ａ　一方の平面（合わせ面）
　４１ｂ　他方の平面
　５０　固定構造
　５１，５２　貫通孔
　５３　雌螺子部材
　５４　雄螺子部材
　Ｗｅ　電線
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